



青井　夕貴 ・ 矢藤誠慈郎＊ ・ 森　　俊之＊＊ ・ 石川　昭義＊＊ ・ 西村　重稀＊＊



















































































50代が最も多く、保育士（経験年数 1 ～ 3 年）は









































































































園長 47 97 5 1 150
副園長 7 4 0 0 11
主　任 32 3 2 0 37
その他 0 1 2 0 3










　管理職が 1 ～ 3 年の保育士と 4 ～ 9 年の保育士
に対して、「現在、身についている」と思ってい
るとして「遊びに関すること」が最も高かった（ 1












択率が高かったのは、1 ～ 3年の保育士と4 ～ 9年
の保育士には「子ども理解、子どもとの関わりに




































































1～3年 4～9年 10年～ 1～3年 4～9年 10年～ 1～3年 4～9年 10年～
1 . 保育に関する法制度や施策 0.0 0.0 0.5 24.0 30.4 40.7 2.0 5.9 17.6
2 . 保育の意義や理念、保育所の社会的役割 2.5 1.5 3.4 2.5 5.4 5.4 4.4 6.4 6.4
3 . 現代の子育て事情や社会状況 0.0 0.5 0.5 3.4 4.9 2.0 1.5 3.4 3.4
4 . 子ども理解、子どもとの関わり方に関すること 12.7 24.0 31.4 7.8 2.5 0.5 33.8 21.1 3.4
5 . 保護者理解、親との関わり方に関すること 0.5 2.9 4.9 3.9 5.9 0.0 5.9 11.8 7.4
6 . 特別な配慮を必要とする子どもに関すること 1.0 2.0 2.5 4.9 2.5 1.0 2.0 7.8 6.4
7 . 食事や栄養に関すること 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5
8 . 保健や病気に関すること 1.5 1.5 1.0 0.0 0.5 0.0 0.5 0.5 0.0
9 . 安全管理や危機対応に関すること 1.0 0.5 1.5 11.3 6.4 3.9 9.3 9.3 12.3
10. 遊びに関すること（手遊び、製作、歌など） 42.6 35.8 23.0 2.0 0.5 0.5 9.8 1.5 0.5
11. 相談（カウンセリング）に関すること 0.0 1.5 2.0 2.9 2.9 2.5 0.0 2.0 1.0
12. 小学校との連携に関すること 0.0 0.5 0.0 0.0 0.5 3.4 0.0 0.0 2.5
13. 他の専門機関や団体との連携に関すること 0.0 0.0 0.0 0.5 2.5 2.5 0.0 1.0 1.0
14. 地域社会の資源活用に関すること 0.0 0.5 0.0 0.5 1.5 4.9 0.0 0.5 1.5
15. 職員間の協働（チームワーク）に関すること 4.9 3.4 4.4 2.0 1.5 1.5 2.5 4.4 5.9
16. リーダーシップに関すること 0.0 0.5 2.9 0.0 7.8 12.7 0.0 2.5 16.2
17. 乳児・低年齢児保育に関すること 3.4 3.9 4.9 2.5 0.0 0.0 3.9 1.5 0.5
18. 行事の企画・運営に関すること 2.0 3.9 8.8 1.0 0.5 1.5 0.0 0.5 1.0
19. 保育課程の編成、指導計画の作成に関すること 0.0 1.5 3.9 2.9 3.9 2.9 2.0 5.4 3.9
20. 自己評価や第三者評価に関すること 0.0 0.0 0.0 2.0 2.5 6.9 0.0 0.5 2.9
21. その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5




1～3年 4～9年 10年～ 1～3年 4～9年 10年～ 1～3年 4～9年 10年～
1. 保育に関する法制度や施策 0.0 0.0 0.0 18.9 35.4 46.1 2.5 3.6 17.3
2. 保育の意義や理念、保育所の社会的役割 3.8 2.6 1.6 1.9 0.5 2.5 0.6 4.6 1.6
3. 現代の子育て事情や社会状況 3.1 2.1 3.7 3.1 1.5 0.8 5.0 3.1 5.3
4. 子ども理解、子どもとの関わり方に関すること 30.8 39.0 38.7 4.4 1.0 0.8 20.1 19.5 9.9
5. 保護者理解、親との関わり方に関すること 0.6 0.0 1.6 8.2 7.2 1.2 8.8 9.2 11.5
6. 特別な配慮を必要とする子どもに関すること 1.9 1.5 2.1 10.1 7.7 2.5 17.6 22.6 13.2
7. 食事や栄養に関すること 0.6 1.5 0.8 0.6 2.1 0.8 0.0 1.5 0.4
8. 保健や病気に関すること 2.5 1.0 1.2 3.8 1.5 0.0 3.1 3.1 0.8
9. 安全管理や危機対応に関すること 0.0 2.6 0.8 3.8 0.5 0.8 3.1 1.5 4.1
10. 遊びに関すること（手遊び、製作、歌など） 34.6 37.4 27.2 3.8 0.5 0.4 16.4 14.4 6.2
11. 相談（カウンセリング）に関すること 0.0 0.0 0.4 7.5 3.1 4.1 3.1 3.1 6.2
12．小学校との連携に関すること 0.0 0.0 0.4 4.4 9.7 1.2 1.3 3.1 3.3
13. 他の専門機関や団体との連携に関すること 0.0 0.0 0.0 5.7 6.2 3.3 0.6 1.0 2.5
14. 地域社会の資源活用に関すること 0.6 0.0 0.4 1.3 4.1 12.3 0.0 0.0 1.6
15. 職員間の協働（チームワーク）に関すること 5.7 7.7 6.2 2.5 0.0 1.2 0.6 1.0 4.5
16. リーダーシップに関すること 0.0 0.0 1.6 4.4 7.7 7.0 1.9 0.0 2.5
17. 乳児・低年齢児保育に関すること 6.3 3.1 5.3 4.4 7.2 1.2 7.5 4.6 2.5
18. 行事の企画・運営に関すること 1.3 1.0 2.1 3.8 0.5 0.4 0.6 1.0 0.8
19. 保育課程の編成、指導計画の作成に関すること 0.6 0.0 0.8 5.0 1.5 2.9 1.9 0.5 2.1
20. 自己評価や第三者評価に関すること 0.6 0.0 0.0 1.3 1.5 6.6 1.9 0.5 0.0
21．その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0







































































































































という意識も、経験年数が1 ～ 3年と4 ～ 9年にお
いて管理職と保育士の間に相違がみられ、10年以
上においては同様の傾向がみられた。さらに、保
育士よりも管理職の方が「不足している資質・能
力を補うための研修」という意識が高い傾向が捉
えられた。
６．まとめ
　本研究では、研修を段階的・体系的に捉える一
指標として経験年数に着目し、管理職と保育士の
研修に対する意識の違いを検討した。その結果、
